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{3focf1.予想の l）くつ A の伽につけと

宗大3里ぷ者海時、司

I .以下曲面 I;1. 、復素数体上の射喜多晶画の

砕をきiえ る e CH。（S） む曲面；3上の c1－ サ イ フ

ノしの背理 l司1L重類のつくる群、 Ao lS) ピ、 をの

中c J定数 ~｛ O のそののづく 3 都 分 訴 と す る 。

;q m毎 門酬も吋仁吉〕 l立 ち（S）＂＇ 。しん｛＇H°CS/.Q2-J? o 

の時、 Ac C'S) Jx' ＂無限次応。 iこ石 3 事左証明し

余；＇Z iLユ以 _Lのサ 1 7 ルの署干の稿芝が、余次

元－＇ Iのをのとはかるフ透ヲたモのてあ 3 事色

忘した（この結束 l志、基礎体の抹数 /j¥i＇正の時

に l去、 一時まに｜手取・リ立たふ l) ）。 Ro1t相 cvn [ 7〕は

この凡tm-fo.rJ の結果色絹客 a形 ci主々、更に．

Ao lS) ~＼＇叫有限次応。に広 3 よ "j ~ sにつけて

は、 臼宗主にそれが S の βlbct川氏 11J蒜体 αUC5)

lこ向型と~ ~事乏証明 L た。 - Ji Bloc九［／〕は

Quillem [ E〕の代数的 K理論左用 l）之、 p~ C:5 )=0 

q ~ 曲面 S lこコ l）乙 AoCS) /J~ ＇ αe€-C<s) に問型（
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Lたがっ乙ぞ：） 3 ん 拘束；土色）とる 3 事色ネ

唆 考 3絡烹乏得 ζ この事乏を想と lζ 支乳、

イb L と。 之の時点亡、 Cl-;r..f-;mp しjεbεγ／紛糾によ 3

E供宇it;"'es曲君主主色むいく つ か り 金 面 ｜ こ つ け て

ν めラ想の f致事~ iLつ事がわかっ℃けたが．
句恥

、“’

If¥ sめかii手、 Bloch, , Ras ,. Li e-bvr .-m ~m [ 3 〕によっ
、、

Sの長cJa.よ礼次むた（s)nr之ょうかの閥、 P43 (s) =o 

~ 3 AolS）二ごみ α叫（S）々 と、よフ拡諜之 !t'¥.1三野むき忌

明これ？と。 ;) ＇し
『

とは物品ちす鮪理論説、ー

f交わ iK.亡い る たあ久 iこ聞事 3 免件芝山すき事

i立妻役 L けを おとだめれ 3 l f'((S) －＝ 之， f:>(S) o ~ j 

ifu酌の jJ 鵠 l;,J.. 永 t ；｝－弛さむとあ ~ ）。ミた f((S）ごユ

め場性
‘ト

p~ I二関係、えく ’E と I> ん（S) ~＼＇議概況充J

三今建が版 リ 立つ多毛 守うきあリ フ に忠之

之こ ど今よ主知 3 は1 ミ l) ~ fct宝） ：.之，ちIS)=-0 乏；事1 t-.己

す首 5告にゥ l ） ζ ん（S）色調々、 3 事 l二喫マまかをた

れ？三。 自乙~型l 芝 i1l ）者 l た初等的＆計議出の

う警蓄は J父の之つの ぞ おにつ三 Block予想かぬ

う主 っ奪三予賞。、めえ。 （ 他 の 脅ti につりとは、

この報告集守む水丸事 の経｝左足ミれ 1ミ l) 。〉
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CD i：十ずャ芝ふ d 常 c a雪之蚤被被告告と弓 3

Gcc;t品以せ骨密

＠ C伽 pedeI/，命説 ( k{SJご之， p.ぅ｛S)=o ノ CK~ ）＂°＇乏ノ苅 （ 5') 

生新2）ゆ与イ之jの弥） ~ J志間経小物語〕

た｛勺ヰムちtS>＝心 忌 3 自動的！こ＇.： HSJにふか H'(S,(SJニC

ち 4.it) j atf (S）品。 fz_＇‘かろ、？建 lユヲヌ吃め育現

Ao ls）ご O でまわ 3 ①；R  l二ウいとこれ主主う

め， J支の需i 時 z主禍、建設~ ｝者 l) ~ " 

｛補強） X之部面 yG をそ のムイ〉包数！＇）＇＼の告己

~弘l 群、 γ~ X／告の何Q.11-s n-i3ul0,.；γ 物οde.I 究： X→γ之

南全法手 f患と号 3 ヒ、之づめ脅向型

つは：んiメ）→ A。（り すが：ん（＇I)→ん（）（）

が禽勺 'Jt'* 1l＇＊認乙弘
"E-G 

1t* 1r本立庁1

を議？？と寺。（但し m 1幸 後左常 l二 m と妻 l）た告〉

｛補、建） よヒ問じ 1九九 Ao(Y）説。 し 3書二三 0
:J（：（云

lユ問鵠とあ 3。

{ iif: 6)=1) ク之E-G-お＝りとセよ o 11- の え£ハ。（＼） iこえ凶

（と、 Ao(YJ tコcJ1v1sibJe. ( Bl0ch ［♀〕 ）(iのと矢立IYl'l:l. と忍

~ ~ E: Ao（＇＼＇）が事 J0 T 弔Z芸＝：. 1(~が Tr-1< TC"' E' :::. Trx ~五%）がZ ご 0,
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よゥ ζ ん（＇0事。通 j立誌 の 檎 惑 ょ っ 矧 ろ か 。

!)_ . j て誉 iγιGioclelHI百曲 i置につ IJ 之こ Acl~ ）；：： o 

之さ量治月何事 j 。 Sと sj，文 金色芝［tz／＞今 z,[+'l:f = 0 ノ

ケぞ仏J(sJ 忍 合（乏o;21・己お〉＝くさ。 w::e:1 w'".ez. Jぁ）いほ

I の阜錨 5 来，；｝~ ) I 3 ~与え令〉 と b く 0 4 の

Geみ品供場動 S I乏で :) 3 .!._; {c(S) ＝ユ (_" 内ts）ヰ C 乏；亀 lと司。

Ao ｛ち〉芯 Cξ 弘 Elf! ち 3
ょι

の補~によI＜主、 庁i ヲ と

牛

（合皇室） 正明止（ A。（う？〉〉の丸ヒ i 乙 乙ば 0 
』添G

乏 i止 8J守ち ~Iぷ喪 l ）。 上え下二時1 毛｝守、弓。 行と

Q.J ( s-）の詐 労 群 と ( :lo ; Z1 . 2z.、芝3）門 lo<o2c、： v<1Z'.1 'Iメz~る、 CX1c3)

( <i"-l.i Iの竺乗急長主撃もく） め若手の毛の全体につ3

~＂ H lヰ 12'>1旨の丸か 5 込~ )Jr 脅 低 丸 乏 説 く

fユ.41窃は；支の 7 フの主のど IA /J' 1 ：：.入~ （金訟の）I翌

点在謀説 L之〉。

笠： '"t=lc{o:1ズトも，ダョ〉 玖りの議ど主

工 〔i I . I . w) 手与 r軍総盆

立 (1 I tu:cu) 有3護金動

乱 ( I・lu " v.:/ ~｝） GoJec..u,. t密喬

:![ ( I I ~ w : cιr¥ ) 向フ C

マ (¥ ¥, w-. v./) pt) / 0 
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℃ E: H にれしミ 附＝去でJ 上色、く。 すゐと
J.: 0 

ょの fミヒ繍誰か

ζ ？加工 C 芝得る

九‘ エヌーは五めを：れてに対し

ミ五 Hの之穿素て J p tキI) lニ

づけてく℃Yハ＜ P) = 11うごi3 

P尽）0P¥P＞ゑ PCP＞十 PCで）ャ PtcP＞十p（てF勺十 P（てp>)T Ptて計）-s. 

r持 i二、 てか ？·~工えは TI M.志 3

｛ネ？ p(p ）十 PCで）十？（で(J ）十 p （て P勺十 P〔で p~ ） 十 PCで計）揖ぢ

ととi :) ？〔て） に窃ち 3 こ点 3 の関 f主主ピオろ

1L箆の てにつり之 PCて）:. c ~ t人下 1iこ） . （この

4ト

すによ；げさYλ ？とれる。） を¢ ため l二五ノ丘〆？笠

わてに却する p(O にため長 iこ ？とがヲ 乙ゐ詐j

乏 つけ？， " 

て : f¥て｝ て : ft() 
トー『ー晴山田町【一目恥w…...情－・世恥一一一＃制時』ー『F 叩

で ：件｝ て ：？約
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えぬI t ~ ¥I w-.w:u.:），九 (1. I : w: wベ）： R~ い.LI.) ; i0叶： 1) ; C.; (W . I . w-1 ・ 1）：ι 

い v_;i: I 1 ) : d I い.！.＜：・ l.S-l.wぅ： 9争 ( 1 ・ IA.; : I . OJ._) : b I ＼~も I . I弓 IA./-)I千l
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(1:wwベ， U;り： 3タ (l·.ol ：＼ ~lふJ) : 02. 
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（ぷ‘ <.u:I: I) : d2 l 1..¥.:1 : I守 1：凶） I .ι 
い1.0"u;~ • uf1J! '36 t I '. OJ . I Lo-') ! b.~ （凶； ur1: 1 1 ) 1 d －~ (w‘ I . l、ザ｝； ι

定cそ脅さ1 'Ee 歩々三コL ~.時タミ主占 :81今チ.2!:2. z, そチ iま3 芝L令手芝z

乱入←チラヲ 9' J;-r ≪31 -91料品 ~） 1 が ，＜］h 品村人 ごうi付 3之

.9.＿ 付 .9, うよ付 3玄 3主毛~ ＂斗 ！？♀d.')3 三11..＋チ 3τ 33~ .C)+ 

.<J3 ~.＇.）.キ つ今時チろξ う主そ-79玄 弘行為 つ3ぜヲ‘：＇.＞ t 5う宝柑：），
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この後の方の表！J.、 上人下の針甥に i叉う T のて‘

待＇1え l正、 交を矢玉。ヒ i"1 E 入~ t笑えた時 3＼＝ いω；ぽ u})

lヰ（CJ.)'. I ll..l＇‘UJ3 ) =-( I : w--i : <..o : u.i2) =-(I : ""1：寸I: IAfリニ、% に物~ ~与

芝色味 L ている。 ミ守、て＂＂＇ (.I: I: I: W) J f '"" (¥.I: W: lD）芝川

l二入れ亡、関係式、 Cl1 + ()_ 2.寸 0.3-= s を伺 3。向採に

b，十b1+b3= 5, cけにz十仁3:::5 ,J，すcL十Js"° Sノe，十む十七＝－_t;ノ千1-Tt:z.十干rs 

1 1号 a• 

1ユ

(I) Ciキも＋ cL ..十 j，十 8.3= 5 . Zoヒ:z，引1之、.ZDヒZ;~入前禄え之

て＝（｜；弘J: t02 : I ) ) f :: ( I I . ¥ w ) 仁~ J と（ネJ

(2..) ζ3十 0..2..十b2十 82+3a-=-5, Z2 ヒ z.~ でと 入引車者支之

。） .＼＼十 b1十ct+jz十 _54~ぢ

（本）でモミ（＼；句： l:wー＇JiP-= (1-.w・.c.v: I） と お り 之

（件） b:-. ＋ε3寸32十 5h-:: s 

(5） ζ.＇＞ ＋干3+ 31 + 36 = s 

（ネ） ζ・ で＝（＼：＼＇. WW）ノ ρ－＝－ ( I：凶： Luz.: I ) ヒおい乙

、‘，，，’’h
u
 

，，‘、 仁1十 b:z..十 e.z..十f，寸9斗＝ S' (.3）ヒ｛ぢ）ノ（I），位＞e合めでて

(5－~，－うも－ c3)+ b,+ (s-e3-c..,-s,-3.~ ） + c仁3+Q2.十b1 十 ：：h斗93-5）÷＇~2. 寸う斗＇° 5 

（マ） - 2.31 ・+ 2..32十乃斗－ 36-c，－ ε』十 Q;i.-t-b2十 b1= 0 .. 

刊と（マ）lこカ口元 p b，十 b1+ h3 :: ') ~ 1受フ亡‘
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( ~） - 2~ I i-3 'J 2-十04十、ラヲ－ '16-c，十 αz.=. 0 

z，と z,1三入れ換え之

(q) 一立つ今十 3~h-+ ~う l 十 92--93-Q;z_ 十仁！こ C r:. (8-）を力日支乙

(IC>) ラヨヱ十 58s- －~二 C 但し ろz _L 5J 

ふとあノ 2:1ヒ Zi 在入 l}＇＼＿換支て

(11）写91今 E36 -f) =-c 

(12) ヲ 33 十ちδ午－~ ~c ¥(o）ノ (II ）ノ（ 12）よ） 1~ ＝ c 

Enc( （ん｛守）） iユ十側主；b引も伐在かミ 3 -=o c 

(!3) つュ十 9 守＝ラi 十 ~6 = ,3 J寸う斗 ＝－ 0 

こす1 ヒ（苦）と h、5

（件） c, 。ユ十 ~C)i.-91 -53 至。ヒ ~2- t( z_ ~，ヒ Zz_ を倹えて

(15) 巴L = t2 t 2：う斗－ ：＇！ 之－ ~6 ノ U4J Cl雪） 左（6） に代、入 l之

(16) 九－＼－ b z十干It tz_ キラ工ー斗，~3 ＝ぢ J 去lヒ4 乏段スて

(1'7) b2 守口z 十干1 十も十 9~ 一同2 ＝ぢノ (16）と（｜ワ）左較ペ” ζ

c)2三 C:h

2c 

つI＂＂－う z 三 ~h ＝－う今＝つτ＝う6

ヲュ＋うfこ C ft力、 3 うI：：：－ 今＇－ ：：うj＝う斗二 3τ ＝う6'= 0 これ

か 目 的 m 守哲てあ 7

~ ~. 

~ t: b＼ フ ζAo｛））モ 0 ヒ
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は曹関仁守 3によフ之調ハ‘ろれ 1の語盆破産

故 脅 が がの中 て C¥j, bj , (J ~ ~ 3 主き立た l（こ

( ¥) z:.I =- 合主宰ご与、 i?ft とj~t 〔 3~j 'ioc 6 ) 
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主綾寺モヂ 7レと i てをさ． をにの汚ほこめ坊

命！？と統受臼乙問弘

ト（＼）ιl-'-1 _.J ＇什1 -I " -1 ,) 

の生威弓 3 君寺て F奇を ヒ ヲ 之 1署ろ Lh :) ：ぞ のに l.J.
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勺 iユ ，31の弓と同型毛導 くが .i~I 町内 ξ＂＂－ (A .. ('¥'J) 

芝、 らぶ＂＇ -I ＜：忘1~ ( 4ぞ る去すを な’／くてβ の命的一
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~＂＇ :zd cl （ま）ハd（翠） (k"'"-O,--,o〕

2! 3 2斗~） 'i!!:t:. 

乏加古；＜，. lて宅フ事か 3‘ rn, tJi..，てJ C 不 '8iJS. ~舎の

定14 ぇ、 したか、之 p" （す〉亡。 又主｛わ壬 c_i_(s「）＝ 0 

ょう結局加わく2., P汐（§）＝（）， 皇内JニO，これと C 〕よ
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